
 

 

 

 

項目 重点項目 達成目標・具体的施策 年度末評価 

学
び
の
場
で
あ
る
保
育
の
充
実 

「愛情」を

基盤とした

自己肯定感

の構築 

・子どもの自己肯定感を育むよ

うな関わりについて職員間で

考える機会を年１回以上持つ。 

・保護者アンケートにおいて、

「職員のお子さんへの接し方

について」という項目への肯定

的な回答が８０％以上になる。 

 

・自己肯定感を育むような関わりについて、会議の中で考

える機会をもった。 

 

・保護者アンケートで９０％以上の肯定的な回答があっ

た。今後も引き続き心がけていきたい。 

資質・能力

を育む保育

の推進 

・乳幼児共に、月 1回以上フォ

トミーティングや読み取りを

行い、子ども理解を深めて職員

間で共有する場をもつ。 

・子どもの姿を共有した上で、

室内・園庭環境の再構成を月１

回以上行う。 

 

・乳幼児共に会議や話し合いを通して職員の子ども理解

は深まりつつあるが、学年・クラスを越えての子どもの姿

の読み取りについても継続的に行うことができなかった

ため、次年度への課題としたい。 

・環境の再構成については、子どもの姿から定期的な見直

しを行ってきた。特に、幼児クラスで夏に毎日コーナーご

とに話合いの時間をもって次の日の環境に活かすことが

できた。年間を通じて行っていきたい。 

ちがいを認

め合える仲

間づくり 

・保育者が人権意識を高められ

るように、年 2回以上の研修を

行う。 

・「子ども一人一人を大切に受

け止める」ことを意識して乳幼

児会議の中て話し合う時間を

もつ。 

・北部ブロックでの研修、自園での DVD 研修、また行事ご

との人権研修などを通して、職員一人一人の人権意識を高

めることができた。特に、自園での話し合いでは人権の視

点で日々の保育の振り返りをすることができた。 

 

健やかな体

の育成 

・健やかな体作りにつながる食

育や生活習慣について、子ども

自身が意識できるような声か

けを行ったり子どもに話をす

る機会をもったりする。 

・乳幼児共に体を動かして遊べ

るような環境づくりをする。 

・健やかな体作りということについて職員一人一人は意

識しているものの、共有する機会を設けることができてい

なかったので、次年度の課題としたい。 

・体を動かして遊べるような環境を意識して作ることは

できたが、園庭の使い方については乳児・幼児で共有でき

ていないこともあった。次年度は計画的に話し合う時間を

設けていきたい。 

 
 

保
育
者
の
資
質
向
上 

職員研修・

園内研修の

充実 

・講師を招いた園内研修を年 1

回行う。 

・職員が参加した研修での学び

や気づきを園内で共有する場

をもつ。 

・月に 1回以上読み取りを行う

中で、子どもの姿から育ちや学

びを見つめる視点を職員一人

一人が身につける。 

・講師を招いた園内研修を通して、職員一人一人のモチベ

ーション向上を図ることができた。 

・参加した研修での学びや気づきを共有しようと心がけ

てはいるが、自園の保育に活かしきれていないことは今後

の課題である。 

チーム保育

の推進 

・月１回以上行うフォトミーテ

ィングや話し合いの中で、写真

や付箋などを使うことで全職

員が自分の思いや考えを話せ

るようにしていく。 

・様々な話し合いを通して「チーム保育」という意識はで

きつつある。学年を越えて連携するという意識も定着しつ

つあるが、日々の保育の中で学年のことだけに意識が向い

てしまうこともあったので、次年度はさらに連携を進めて

いきたい。 

 

開
か
れ
信
頼
さ

れ
る
園
づ
く
り 

園情報の発

信 

・ホームページを月２回以上更

新する。 

・保育システムを使って週１

回、子どもの姿を発信する。 

・「こどもだより」を玄関に掲示

し、来所者にも情報発信する。 

・ホームページの更新が定期的に行えていない月があっ

たので、次年度は意識して行っていきたい。 

・週１回の子どもの姿の配信や園内掲示については保護

者や来所者にも好評だったので、継続して行っていきた

い。 

令和６年度    自己評価総括表   伊丹市立荻野保育所 

保育目標   心身ともに健やかで、生き生きとした子ども  

重点目標   「遊びを豊かにする保育環境」～子どもが夢中になって遊べる環境づくりをめざして～ 

 



小学校教育

との接続 

・小学校に出かける機会をも

ち、子ども同士の交流の場をも

つ。 

・近隣の小学校に自園の園内研

修の案内をしたり校内研修に

参加したりして、互いの教育保

育内容を知る機会をもつ。 

・今年度は小学校へ遊びに行く機会が少なかった。次年度

は年間計画を年度初めに作って定期的に行っていくよう

にしたい。 

・自園の研修会に、小学校から３名の先生に参加してもら

うことができ、就学前の学びについて知ってもらう機会を

持てたことは有意義だった。職員間の研修や交流の機会を

もっていきたい。 

地域交流 

子育て支援 

・地域の田んぼや公園に出かけ

る機会をもつ。 

・園庭開放を行い、地域の親子

が来所した際には意識して声

をかける。 

・送迎時に保護者と積極的に会

話し、子どもの育ちを伝えるこ

とを全職員が意識する。 

・地域の田んぼに出かけて代掻きや田植えの様子を見せ

てもらったり、地域の公園に出かけたりすることができ

た。 

・園庭開放で来所された親子と自然なかかわりができた。

ただ、来所者は限られていたので、園庭開放について広く

周知していきたい。 

・保護者との会話は意識して行っているが、子どもの育ち

を伝えることは十分ではないので、全職員の意識を高めて

いきたい。 

備 

考 

・避難訓練年間計画表を作成し、毎月 1 回以上、避難訓練を実施する。 

・災害発生時の待機中に必要となる備品や備蓄品を用意し、年 1 回点検している。 

・毎月 1 回保育所、こども園、児童発達支援センターの担当者が集まり、リスク担当者会を開催し、各園のリ

スク事案について共有し再発防止に努めている。 

・リスク担当者会で検討し、作成した各種マニュアルを全園（保育所、こども園、児童発達支援センター）で

共通理解し、安全・安心な園生活を送れるよう職員一同努めている。 

 

次年度に向けた重点的な改善点 

今後取り組むべき重点的な課題 

・読みとりを継続的に実施して子ども理解を深めることで、保育の

質の向上を図る。 

・小学校教育との接続を意識した取り組みを進める。 

 


